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９月議会一般質問 重症心身障がい児者・介護する家族の支援 

福岡県議会 9月定例会（9/12～10/16）は、7月の大

雨被害の復旧費を含む21億 6千万円、8月の記録的大

雨の復旧費 37億円を盛り込んだ補正予算案を可決、ま

た最終日には 2018年度一般会計など決算関連議案を

可決し閉会しました。 

 

一般質問では、重症心身障がい児者と介護する家族

の支援について質問しました。二十数年間在宅でご長

男を介護されている母親から悲痛の声を聞きました。24

時間看護師と同等のケアを行ない、睡眠不足など負担

がかかっている現状を確認し、改めて支援の必要性を

痛感しました。                        ご

家族が一番求めていたのが緊急時のレスパイトです。                       

児童福祉法が改正され、医療的ケア児の支援が明記さ

れたことから、本県では 18歳以下の医ケア児を対象に

親の代わりに訪問看護師がケアを行うレスパイト（休

息）事業が今年度予算化されましたが、緊急時のレスパ

イトは 18歳以下の医療的ケア児に限らず在宅で介護す

る家族の願いであり、年齢制限をなくすよう制度の変更

を訴えました。 ※重症心身障がい児者とは、重度の肢

体不自由と重度の知的障がいを重複された者をいう。 

 

更に近年毎年大規模災害が発生していますが、重度

の障がい者などの要支援者の避難について、①誰が支

援するのか、②自力で避難が困難な方の移動手段はど

うするのか、③どこの福祉避難所、病院に避難させるの

かを質すとともに、個別避難支援計画の策定率を上げ、

明確化をはかるべきだと訴えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決算特別委員会では学校での医ケアの課題につい

て質しました（質問：吉田宣弘議員、考案：大塚勝利）。 

〇県立特別支援学校における医療的ケアの必要な児

童生徒への支援については、近年看護師配置が充実し、

親の付き添いはほどんどなくなりました。校外学習でも

約半数は親の付き添いなく行われています。 

〇県内の小中学校における医療的ケア児は１０名程度

（政令市除く）と少なく、昨年度は全て親が付き添ってい

ました。今年度は 2市（太宰府市、中間市）で、看護師を

配置し医ケア児の支援を行っていますが、今後増加が

見込まれる中、各市町村で看護師配置が問われること

になります。 

〇医療的ケアが必要な児童生徒の通学時の送迎は原

則として親が行っており、通学バスに看護師を乗せるこ

とに県教委は慎重であり、喫緊の課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

介護する家族の負担軽減策を提案 

災害時の障がい者の避難計画を明確にせよ 

一般質問に立つ大塚勝利県議（9/26） 

詳しくは大塚勝利ブログで検索 

学校で医療的ケアが必要な児童生徒の支援 

 

【大塚 勝利 プロフィール】 

【所属委員会】：建築都市委員会 委員長  国際化・多文化共生社会調査特別委員会  

【略歴】H１９年４月 福岡県議会初当選（4 期目）、創価大学卒（S６３年）、創価高校で甲子園出場 
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飲酒運転撲滅へ取り組みを強化せよ 
 

福岡県議会は２０１２年２月全国初の罰則付き飲酒

運転撲滅条例を制定しました。私たち公明党は、被害

者のご家族に寄り添いながら、終始一貫、条例制定をリ

ードし医療・予防の視点から提案してきました。                  

条例制定から 7 年、飲酒運転事故件数が下げ止まる中、

飲酒運転撲滅の気運を風化させることなく取り組みを強

化するよう知事、教育長、県警本部長に質問しました。 
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小川知事に緊急申し入れを行う公明党福岡県議団（9 月 3 日） 右から 2 人目が大塚県議 

 

9 月 21 日付 朝日新聞に掲載 

 

 

 


